
　
　
　
　

⑴
心
の
復
興
が
課

題
と
さ
れ
て
い
る
が

解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
は

⑵
復
興
事
業
に
よ
り
広
範
囲

で
土
砂
の
採
取
が
進
ん
で
い

る
が
、
跡
地
利
用
を
考
え
る

べ
き
で
は
⑶
平
成
29
年
度
に

完
全
移
行
す
る
自
治
会
制
度

に
つ
い
て
今
年
度
の
取
り
組

み
は
⑷
被
災
農
家
支
援
は
大

規
模
法
人
に
限
ら
れ
て
い
る

が
個
人
農
家
へ
の
支
援
に
つ

い
て
も
国
県
へ
強
く
要
望
す

べ
き
で
は
⑸
海
水
浴
場
の
再

開
は
い
つ
頃
か
⑹
交
流
事
業

の
推
進
策
は
⑺
「
地
域
お
こ

し
協
力
隊
」
制
度
の
利
用
に

つ
い
て
。

　
　
　
　

⑴
「
み
や
ぎ
心
の

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
」「
被

災
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」

QQQQQAAAA

　
　
　
　

⑴
防
災
自
立
都
市

づ
く
り
の
推
進
の
中

で
復
興
の
加
速
化
と
将
来
へ

安
全
な
防
災
減
災
型
の
ま
ち

づ
く
り
を
ど
う
進
め
る
の
か

⑵
若
い
世
代
の
定
住
促
進
と

雇
用
の
拡
大
に
つ
い
て
⑶
健

康
寿
命
の
延
伸
に
つ
い
て
⑷

29
年
度
よ
り
全
市
で
取
り
組

む
自
治
協
働
に
つ
い
て
⑸
産

業
振
興
の
推
進
に
つ
い
て
、

中
で
も
①
雇
用
の
創
出
②
地

域
活
性
化
策
、
人
口
減
少
対

策
と
ど
う
リ
ン
ク
さ
せ
る
か
。

　
　
　
　

⑴
復
興
の
加
速
化

は
、
財
源
の
確
保
、

人
材
の
確
保
、
制
度
手
続
き

の
改
善
、
簡
素
化
の
３
点
が

重
要
で
あ
る
。
防
災
減
災
に

つ
い
て
は
今
回
の
震
災
に
よ

る
経
験
を
反
映
し
対
処
す
る

QQQQQQQQQAAAAAAA

　
　
　
　

所
信
に
対
す
る
具

体
策
を
示
せ
。

　
　
　
　

心
の
復
興
を
重
視

し
、各
施
策
を
行
う
。

　
　
　
　

所
信
５
項
目
の
具　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

体
策
を
問
う
。

　
　
　
　

⑴
復
興
の
具
体
策

と
新
た
な
東
松
島
市

の
構
築
。

　

特
に
生
活
環
境
の
変
化
に

伴
う
体
制
充
実
の
た
め
被
災

者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
お

け
る
「
地
域
支
援
、
個
別
支

援
」
の
両
面
を
重
視
す
る
。

ま
た
、
移
転
後
の
新
た
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
と
見
守

り
活
動
等
に
つ
い
て
は
、「
被

災
者
支
援
総
合
交
付
金
」
等

を
有
効
に
活
用
す
る
。

⑵
当
初
予
算
の
編
成

　

定
住
化
促
進
、
子
育
て
支

QQQQQQQQQAAAAAAAQQQQQQQAAAAAAAAA

「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

「
く
ら
し
安
心
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
」
と
の
連
携
を
円
滑

に
し
個
別
支
援
に
関
し
包
括

的
で
迅
速
な
対
応
を
す
る
⑵

民
有
地
で
あ
り
地
権
者
の
意

向
が
反
映
さ
れ
る
⑶
す
で
に

移
行
し
て
い
る
地
区
の
課
題

点
な
ど
を
確
認
し
な
が
ら
設

立
に
向
け
説
明
す
る
⑷
国
県

へ
引
き
続
き
要
望
し
て
い
く

⑸
月
浜
海
水
浴
場
を
今
夏
よ

り
通
常
運
営
す
る
予
定
だ
⑹

広
報
紙
等
に
よ
る
周
知
や
交

流
イ
ベ
ン
ト
等
を
実
施
す
る

⑺
農
、
漁
協
、
Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
等

と
連
携
し
活
用
を
図
る
。

⑵
子
供
を
産
み
育
て
る
サ

ポ
ー
ト
体
制
の
充
実
と
子
育

て
と
仕
事
の
両
立
支
援
を
図

る
ま
た
企
業
育
成
誘
致
で
雇

用
の
創
出
を
図
る
⑶
高
齢
者

が
地
域
で
活
躍
で
き
る
場
の

創
出
と
若
い
世
代
か
ら
の
健

康
意
識
の
高
揚
化
の
促
進
⑷

制
度
の
内
容
の
周
知
と
制
度

上
の
変
更
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い

て
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
取
り
組
む
⑸
産
業
振
興
と

雇
用
の
創
出
は
密
接
な
関
係

が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

各
産
業
を
活
性
化
し
雇
用
創

出
し
市
内
へ
の
人
口
流
入
、

定
住
化
を
促
進
し
て
い
く
。

援
、
産
業
・
観
光
振
興
な
ど

の
施
策
を
重
視
し
、
財
源
確

保
に
努
め
る
。

⑶
市
政
運
営
の
基
本
方
針

◆
地
区
自
治
会
制
度
へ
の
移

行
は
、「
市
民
力
」
強
化
が

重
要
で
有
り
、
部
組
織
を
再

編
し
課
題
解
決
を
図
る
。　

◆
早
期
に
避
難
道
路
を
完
了

し
、地
域
包
括
ケ
ア
の
構
築
、

地
域
行
事
と
連
携
し
な
が
ら

健
康
寿
命
延
伸
事
業
実
施
に

努
め
る
。

⑷
分
野
別
施
策

　

８
つ
の
施
策
や
事
業
を
行

う
が
健
康
づ
く
り
拠
点
整

備
、
子
育
て
世
代
の
負
担
軽

減
策
、教
育
学
習
環
境
整
備
・

学
力
向
上
策
を
進
め
る
。
ま

た
、
仙
石
東
北
ラ
イ
ン
の
東

矢
本
駅
の
停
車
要
望
も
継
続

す
る
。

⑸
第
２
次
総
合
計
画

　

心
の
復
興
を
重
視
し
、
効

率
的
効
果
的
な
被
災
者
支
援

活
動
を
継
続
す
る
。

Q

A
&

所
信
に
つ
い
て
伺
う

所
信
に
対
す
る

具
体
策
を
示
せ

市
政
執
行
の
所
信

に

つ

い

て

会
派
代
表

清新会代表
阿部勝德議員

復興クラブ代表
上田　勉議員

清風代表
五野井敏夫議員

▲心の復興が課題とされています

▲望まれるさらなる復興の加速

9 東松島市議会だより　No.40


